
令和３年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：ポスト・コロナ時代における 

中国のイノベーション政策とスタートアップの現状 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：鈴木 隆（愛知県立大学外国語学部中国学科 准教授） 

4. 共  催：愛知県、愛知県立大学 ICT テクノポリス研究所、 

愛知県立大学地域連携センター、愛知県立芸術大学社会連携センター 

5. 開催日時：令和 3 年 6 月 18 日（金） 18：00～20：30 

6. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー）  

7. 講  師：丁 可 氏（日本貿易振興機構（JETRO）アジア経済研究所 研究員） 

藤岡 淳一 氏（JENESIS(ジェネシス)株式会社 代表取締役社長） 

8. 参加者数：129 名（一般） 

                 

【概 要】               【チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丁可氏からは「ポスト・コロナ時代にお

ける中国のイノベーション政策とスター

トアップの現状」について解説があり、

藤岡淳一氏からは「深圳での起業からの

スタートアップ支援」について解説がさ

れた。最後に質疑応答の時間では、多く

の質問が寄せられた。 



令和３年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：新型コロナウイルス感染対策を伴う災害避難所運営を考えよう 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：清水 宣明（愛知県立大学看護学部看護学科 教授） 

4. 共  催：愛知県立大学地域災害弱者対策研究所、愛知県立大学地域連携センター 

5. 開催日時：令和 3 年 6 月 25 日（金） 13：00～15：30 

6. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー）  

7. 講  師：清水 宣明（愛知県立大学看護学部看護学科 教授） 

8. 参加者数：46 名（一般） 

                 

【講座の様子】               【チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：国際的視点からの宇宙産業政策の紹介、 

地上産業と宇宙産業の共創による経済成長 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：鈴木 隆（愛知県立大学外国語学部中国学科 准教授） 

4. 共  催：愛知県、あいち・なごやエアロスペースコンソーシアム、 

愛知県立大学 ICT テクノポリス研究所、愛知県立大学地域連携センター 

5. 協  力：株式会社サイエンス・クリエイト 

6. 開催日時：令和 3 年 7 月 16 日（金） 14：00～16：30 

7. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー）  

8. 登 壇 者：高橋 鷹山 氏（株式会社 OUTSENSE） 

     井上 榛香 氏（株式会社 sorano me／宙畑外部ライター） 

     常間地 悟 氏（株式会社ワープスペース） 

     是永 基樹 氏（経済産業省製造産業局宇宙産業室 室長） 

9. 参加者数：53 名（一般） 

                 

【事例報告】 

・「宇宙での暮らしとモビリティ」高橋 鷹山 氏（株式会社 OUTSENSE） 

・「宇宙ビジネスの現在地と未来」井上 榛香 氏（株式会社 sorano me／宙畑外部ライター） 

・「光中継衛星ネットワークと茨城県の宇宙ベンチャーコミュニティの紹介」 

               常間地 悟 氏（株式会社ワープスペース） 

・「国際的視点からの宇宙産業政策の紹介、地上産業と宇宙産業の共創による経済成長」 

是永 基樹 氏（経済産業省製造産業局宇宙産業室 室長） 

 

 
【ICT テクノポリス研究所 神谷所長の挨拶】 

 

【チラシ】 



令和３年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：豊田市公開講座「災害弱者の避難対策の考え方と実践」 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：清水 宣明（愛知県立大学看護学部看護学科 教授） 

4. 共  催：豊田市、愛知県立大学地域災害弱者対策研究所、愛知県立大学地域連携セ 

ンター 

5. 開催日時：令和 3 年 8 月 7 日（土） 13：00～15：00 

6. 会  場：豊田市 崇化館交流館 第２会議室 

7. 講  師：清水 宣明（愛知県立大学看護学部看護学科 教授） 

8. 参加者数：10 名（一般） 

                 

 

【概 要】                 【チラシ】 

 

 

 

 

 

【講座の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

【講座の様子】 

地域に暮らす様々な災害弱者の命を守

るための実戦的な対策を構築するため

の基礎知識について講義をした。 



令和３年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：英語で教える英語の授業教授法 PartⅢ 

2. 事業種別：主催 

3. 申 請 者：秋田 貴美子（愛知県立大学外国語学部国際関係学科 准教授） 

4. 開催日時：令和 3 年 8 月 22 日（日） 10：00～12：00 

5. 会  場：愛・地球博記念公園 地球市民交流センター 多目的室２ 

6. 講  師：秋田 貴美子（愛知県立大学外国語学部国際関係学科 准教授） 

7. 参加者数：7 名（一般） 

                 

 

【概 要】                  【チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講座の様子】 

最初に、日本の英語教育、日本と英語圏文

化比較、英語の効果的習得方法、効果的な英

語の教授法について講義をした。また、講義

の途中と後半に、授業で実施できるアクティ

ビティー（非言語挨拶、英語の歌、Chants, 

Rap, 対話、ゲーム、ジョーク）の紹介をし、

ペアワークで練習した。危機的状況で感情を

込めて身体で覚える英語表現、英語のジョー

クやユーモアを含んだ英会話を通して楽し

く英語を学ぶ方法、クラス全体が参加でする

英語のみを使うクイズゲームなどを紹介し

た。参加者は全員非常に熱心に講義を聴きワ

ークショップに積極的に参加した。 



令和３年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：通常学級における合理的配慮 

－特別支援教育の視点を生かした学習指導・生徒指導－ 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：山本 理絵（愛知県立大学教育福祉学部教育発達学科 教授） 

4. 共  催：愛知県立大学生涯発達研究所、瀬戸市教育委員会発達支援室、 

愛知県立大学地域連携センター 

5. 開催日時：令和 3 年 8 月 26 日（木） 14：00～16：00 

6. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー）  

7. 講  師：山田 充 氏 

（広島県廿日市市教育委員会、特別支援教育士スーパーバイザー） 

8. 参加者数：53 名（一般・学生） 

                 

【概 要】                【チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講座の様子】             【講座の様子】 

 

 

小学校の通級指導教室等の指導経験豊かな

講師から、「インクルーシブ教育システム」「ユ

ニバーサルデザイン」「合理的配慮」の考え方、

「特別支援教育の視点を生かした学習指導要

領」の内容についておさえたうえで、合理的配

慮の具体的方法について事例をあげながらお

話された。質疑応答も短時間であったが活発に

行われた。 



令和３年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：多文化ソーシャルワークの視点から 

異文化「終活」を考えるセミナー（その２） 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：山本 理絵（愛知県立大学教育福祉学部教育発達学科 教授） 

4. 共  催：愛知県立大学生涯発達研究所、あいち多文化ソーシャルワーカーの会、 

愛知県立大学地域連携センター、多文化ソーシャル・ムーブメント（TSM）、 

外国人高齢者と介護の橋渡しプロジェクト 

5. 開催日時：令和 3 年 8 月 28 日（土） 13：30～16：30 

6. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー）  

7. 登 壇 者：ネストール・プノ氏（フィリピン出身者） 

原田美河氏（ベトナム出身者） 

金順愛氏（在日コリアン） 

シバラムカドカ氏（ネパール出身者） 

8. 参加者数：109 名（一般・学生） 

                 

【概 要】               【チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講座の様子】 

 

王栄氏の趣旨説明の後、各国の出身者から「終活」事情

～葬儀の伝統的儀式とその変化、宗教・民族、都市と農村、

地域による葬儀の形態、考えや文化・死生観の違い、貧富

の格差による差異、日本で亡くなった場合の困難、老後を

どこで過ごしたいか等について報告があった。 

その後の討論では、高齢者が母語でしか話せず家庭内で

コミュニケーションがうまくできなくなったときのこと

や、自国の文化・葬儀方法で行いたい場合の問題点などが

話し合われた。価値観の多様化の尊重・受容や死生観を話

し合える環境づくりの重要性なども課題として出された。 
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